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事
故
原
因
の
全
容
は
ま
だ
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
過
去

の
同
類
災
害
の
教
訓
が
全
く
生
か

さ
れ
て
い
な
い
等
、
安
全
対
策
軽

視
が
見
え
て
き
ま
す
。

明
治
乳
業
で
続
く
死
亡
災
害
の

犠
牲
者
に
は
、
入
社
間
も
な
い
若

い
労
働
者
が
目
立
ち
ま
す
。
機
械

設
備
・
構
造
の
教
育
、
十
分
な
安

全
教
育
な
ど
が
キ
チ
ン
と
行
わ
れ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
又
、
一

人
作
業
で
の
災
害
発
生
な
ど
は
、

過
去
の
痛
ま
し
い
事
故
の
教
訓
が

全
く
生
か
さ
れ
て
い
な
い
結
果
で

あ
り
、
安
全
対
策
軽
視
、
経
済
効
率

優
先
の
企
業
体
質
が
厳
し
く
問
わ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

い
ま
、
明
治
乳
業
と
親
会
社
明
治

Ｈ
Ｄ
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
遺
族
へ

の
誠
意
あ
る
対
応
と
完
全
補
償
で
あ

り
、
同
時
に
徹
底
し
た
事
故
原
因
の

究
明
、
再
発
防
止
の
た
め
の
全
社
的

な
緊
急
総
点
検
で
す
。

同
時
に
生
産
現
場
の
声
に
基
づ
い

て
経
済
効
率
最
優
先
を
見
直
し
、

「
安
全
・
安
心
」
が
最
優
先
さ
れ
る

健
全
な
企
業
活
動
を
お
こ
な
う
こ
と

が
厳
し
く
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

●1976年 神奈川工場 転落死

●1976年 市川工場 頚部挟まれ死(箱詰機)

●1985年 稚内工場 腐食消火器爆発死

●1987年 京都工場 屋根からの転落死

●2002年 守谷工場 頭部挟まれ死(充填機)

●2010年 明治ロジスティック（子会社）

挟まれ死(リフトと壁の間)

●2010年 関東工場 挟まれ死(昇降機)

女
性
臨
時
社
員
が

昇
降
機
に
挟
ま
れ
る

ー問われる安全軽視の企業体質ー

明
治
乳
業
関
東
工
場
（
埼
玉
県
戸
田
市
）
で
、
５

月
９
日
、
21
歳
の
女
性
臨
時
社
員
が
一
人
作
業
中
に

ヨ
ー
グ
ル
ト
製
造
ラ
イ
ン
の
昇
降
機
に
挟
ま
れ
て
死

亡
す
る
と
い
う
重
大
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

ひとり

作業中

* 遺族に対して誠意を持って対応し、完
全な保障を行なうこと

* 事故の原因を徹底究明し、内容は全て
速やかに明らかにすること

* 全社的に緊急職場総点検を行い、安全
対策、教育実習、現場の声に 基づく
人員配置の見直しを等を行 なうこと

関
東
工
場
申
立
人

遠
藤

力
さ
ん

'45
年
8
月
15
日
生
ま
れ
。

福
島
県
か
ら
'64
年
上
京
、
埼
玉
県
に
あ
る
戸
田
橋
工
場

（
現
関
東
工
場
）
に
入
社
。
組
合
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て

い
た
時
期
で
正
義
感
が
強
い
彼
は
迷
わ
ず
参
加
し
て
い
っ
た
。

仲
間
か
ら
は
「
遠
ち
ゃ
ん
」「
力
ち
ゃ
ん
」
と
慕
わ
れ
る
。

し
か
し
、
演
歌
が
好
き
な
彼
は
郷
里
出
身
の
春
日
八
郎
に
あ

こ
が
れ
て
プ
ロ
歌
手
を
め
ざ
し
、
少
な
い
賃
金
を
貯
め
て
歌

謡
学
校
に
通
っ
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
喉
を
痛
め
て

歌
手
の
夢
は
断
念
。
そ
の
後
は
組
合
活
動
と
地
域
の
活
動
に

専
念
。

現
在
は
戸
田
市
内
で
は
カ
ラ
オ
ケ
の
遠
ち
ゃ
ん
の
愛
称
で

通
っ
て
い
ま
す
。
埼
玉
争
議
団
の
事
務
局
長
と
し
て
「
明
乳

争
議
を
は
げ
ま
す
戸
田
の
会
」
の

畔
上
さ
ん
と
コ
ン
ビ
で
街
角
宣
伝

に
奮
闘
中
で
す
。
地
域
の
活
動
で

も
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

団員の

横 顔

(4)

明乳争議と私
農民連・国民運動副部長：上山 興士

私が明治乳業争議に関心を持ったのは、小林節夫さん（初代農民連会長・長野県

佐久市在住）に、話を聞いてからです。小林さんは私に、「昭和３０年代の前半に

明治乳業などが農民の乳価を買いたたき、酪農経営が成り立たない状況に追い込ま

れたとき、牛乳を一滴も出荷しない一日ストを含む乳価値上げの闘争をたたかった」こと、のちにこ

の乳価闘争が映画化されたことなどを熱く語ってくれました。

私が農民連に入り、明乳争議の担当をする中で、明治乳業という大企業が５０年（半世紀）以上も

農民や労働者をイジメ抜いてきたことを知り、怒りで震えました。

私自身、税関賃金差別裁判を２７年間たたかい。最高裁で勝利した経験をしっかりと身体にきざみ

込み、明乳争議の早期解決をめざして全力で奮闘する決意です。

夏季カンパへのご協力をお願いします

皆
様
の
日
ご
ろ
の
活
躍
に
心
か
ら
敬
意

を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
、
私
ど
も
の
「
争

議
に
は
」
、
長
年
に
わ
た
り
一
方
な
ら
ぬ

ご
支
援
を
頂
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら｢

市
川
工
場
事
件｣

は
、
昨

年
の
２
月
に
最
高
裁
か
ら
不
受
理
決
定
が

あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
東
京
高
裁
が
推
認
し
た
「
集

団
間
格
差
」
や
、
会
社
の
「
不
当
労
働
行

為
」
も
同
時
に
確
定
し
た
こ
と
に
な
り
、

い
ま
、
「
確
定
し
た
差
別
賃
金
を
支
払
え
」

推
認
さ
れ
た
「
不
当
労
働
行
為
を
謝
罪
し

ろ
」
と
、
明
治
乳
業
を
社
会
的

に
も
追
い
詰
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
私
た
ち
は
も
う
一

つ
の
事
件
、
「
全
国
事
件
」
を
、

都
労
委
で
の
勝
利
を
全
力
で
獲

得
し
、
争
議
の
全
面
解
決
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
物
心
両
面
に
わ
た
る

一
層
の
ご
支
援
を
重
ね
て
お
願

い
し
ま
す
。

■８月７日(土)
17:00～

■江戸川河川敷

* 日ごろのご支援に感謝

し、団員一同誠心誠意

心を尽くして準備し、

お待ちしています。

郵便振込み：番号＝００１７０－７－５５５８６７

加入者名：明治乳業の食の安全と職場を考える実行委員会
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�21歳の臨時女性社員の死を悼み、「千
の風になって」を捧げた松平さん。
この日、告別式が執り行われている

にも関わらず社旗など「半旗」での弔
意もなし。抗議をする。(５月１４日)

��
「
食
品
一
般
ユ
ニ
オ
ン
」

結
成
を
契
機
に
、
争
議
団
は

新
し
い
水
準
で
の
会
社
包
囲

闘
争
を
展
開
。
４
月
23
日
に

は
、
明
治
製
菓
の
全
国
６
事

業
所
へ
の
一
斉
宣
伝
・
要
請

行
動
を
、
各
地
の
大
き
な
支

援
を
頂
き
な
が
ら
成
功
さ
せ

ま
し
た
。

ま
た
、
明
治
Ｈ
Ｄ
社
前
が

最
終
メ
ー
ン
行
動
の
「
５
・

２
７
全
労
連
・
東
京
地
評
争

議
支
援
総
行
動
」
に
向
け
た

２
日
間
、「
Ｈ
Ｄ
社
前
座
り

込
み
」
を
配
置
す
る
な
ど
、

明
治
Ｈ
Ｄ
の
株
主
総
会
（
６

月
29
日
）
を
視
野
に
行
動
を

強
め
て
い
ま
す
。

株
主
総
会
前
の
５
月
・
６

月
行
動
で
は
、
明
治
乳
業
の

北
海
道
を
除
く
全
事
業
所
へ

の
宣
伝
・
要
請
行
動
を
配
置
。

関
西
支
援
共
闘
会
議
で
は

関
西
支
社
へ
の
半
日
波
状
行

動
（
15
日
）
を
実
施
。

争
議
団
は
全
国
運
動
を
強

め
、
今
秋
か
ら
来
春
を
通
し

て
、
都
労
委
闘
争
と
結
合
さ

せ
な
が
ら
、
全
面
解
決
へ
の

道
筋
を
め
ざ
し
団
結
を
強
め

て
奮
闘
中
で
す
。

4月23日明菓北上工場、地元
北上労連、いわて労連、農民
連他の皆さん。

4月23日明菓関東工場
地元の坂戸・鶴ヶ島労連、
埼労連他の皆さん。

5・25、26日明治ＨＤ前の座り込みを実施。
姿も見せられず、警部員を盾に要請拒否。

明乳守谷工場、茨城労連と争議
団でお昼休み行動。

いいかげんにして

争議解決を決断して

5
月
9
日
、
死
亡
災
害
を
引
き
起
こ
し
た

明
乳
関
東
工
場

（３）

伊
藤
証
人
は
、
会
社･

明
治
乳

業
が
本
社
を
中
心
に
広
域
的･

組

織
的
に
実
行
し
た
不
当

労
働
行
為
と
し
て
、
大

阪
工
場
に
イ
ン
ホ
ー
マ

ル
組
織
「
志
宝
会
」
を

作
る
秘
密
会
議
の
内
容

を
録
音
し
た
証
拠
を
示

し
、
本
社
を
は
じ
め
他

工
場･

大
阪
工
場
の
管
理

職
が
労
組
乗
っ
取
り
に
、

直
接
介
入
し
た
事
実
を

生
々
し
く
証
言
し
ま
し

た
。
そ
の
会
議
で
は

「
組
合
員
を
ど
う
切
り
く
ず
し
て

会
社
側
に
つ
け
る
か
」
「
こ
れ
ら

の
事
実
は
、
工
場
長･

課
長
も
知
っ

て
お
く
必
要
が
あ
る
」
な
ど
、
逃

げ
よ
う
も
無
い
不
当
労
働
行
為
の

数
々
が
相
談
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
阪
工
場
申
立
人
ら

の
差
別
実
態
は
、
先
行

し
た
市
川
工
場
事
件
に

比
べ
て
も
大
き
な
も
の

が
あ
り
、
年
間
１
２
０

万
円
を
超
え
る
格
差

（
標
準
者
比
較
）
が
生
じ

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

同
じ
ラ
イ
ン
で
同
じ
仕

事
を
し
て
い
な

が
ら
、
一
人
の

申
立
人
な
ど
は

定
年
直
前
の
手
取
り
月
収

が
18
万
円
な
ど
と
い
う
あ

り
さ
ま
で
す
。
昇
格
に
お

い
て
も
、
入
社
時
の
ま
ま

一
ラ
ン
ク
も

上
が
ら
な
い

で
40

年
働
き

定
年
退
職
と

い
う
酷
い
差

別
も
証
言
さ

れ
ま
し
た
。

伊
藤
証
人
は
、
途
中
で
昇
給･

昇
格
の
ス
ピ
ー
ド
を
早
め
る
第
１

種
詮
衡
試
験
に
合
格
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
合
格
時
の
職
分
の
ま

ま
定
年
ま
で
一
つ
も
昇
格
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
れ
は
、
コ
ー
ス
替

え
試
験
を
受
け
よ
う
が
受
け
ま
え

が
、
労
働
組
合
活
動
を
や
め
な
い

限
り
差
別
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
た

典
型
と
い
え
ま
す
。

入
社
か
ら
37
年
か
け
て
一
ラ
ン

ク
昇
格
（
標
準
者
は
６
年
）
し
た
、

申
立
人
の
一
人
は
「
人
間
と
し
て

や
っ
と
認
め
ら
れ
た
気
が
す
る｣

と
奥
さ
ん
と
喜
び
合
っ
た
。
ま
た

伊
藤
さ
ん
自
身
も
薄
給
の
も
と
、

奥
さ
ん
と
約
束
し
て
い
た
旅
行
す

ら
で
き
な
か
っ
た
な
ど
、
多
く
の

申
立
人
ら
が
生
活
保

護
同
然
の
低
賃
金
に

お
い
や
ら
れ
、
凄
惨

を
き
わ
め
る
暮
ら
し

を
強
い
ら
れ
た
事
実

も
多
く
証
言
さ
れ
ま

し
た
。

最
後
に
証
人
は
、
入
社
す
る
と

き
親
か
ら
「
頑
張
れ
よ
。
辛
抱
せ

よ
」
と
励
ま
さ
れ
て
大
阪
へ･

･
･

。

ま
じ
め
に
一
生
懸
命
に
働
き
、
決

し
て
「
な
ら
ず
者｣

な
ど
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
賢
明
な
ご
判

断
を
心
よ
り
お
願
い
し
ま
す
。
と

証
言
を
終
り
ま
し
た
。

審
問
で
は
、
根
室
工
場
申
立
人

の
間
宮
英
勝
（
死
亡
）
さ
ん
の
陳

述
書
が
未
完
成
で
あ
り
ま
す
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
提
出
に
あ
た
っ

て
担
当
し
た
金
井
弁
護
士
は
「
病

床
の
中
で
必
死
に
作
っ
た
思
い
を

無
に
し
た
く
な
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。

伊
藤
証
言

会
社
の
支
配
介
入
と

差
別
意
思
が
一
層
鮮
明
に

明
治
乳
業
争
議
「
全
国
事
件｣

は
、
申
請
し
た
総
論

証
人
２
名
と
、
全
国
９
事
業
所
９
名
の
個
別
立
証
が
５

月
11
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。
11
日
の
こ
の
日
に

は
、
大
阪
工
場
の
申
立
人
15
名
を
代
表
し
て
、
伊
藤
武

治
証
人
が
主
尋
問
に
応
じ
ま
し
た
。

こ
れ
で
申
請
し
た
証
人
は
、
伊
藤
証
人
に
対
す
る
会

社
側
反
対
尋
問
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

多くの申立人に

「生活保護」
同然の酷い差別を…

第３回明治乳業争議支援千葉県共闘会議

「明治乳業争議支援千葉県共闘会議第３

回総会」が６月３日、船橋勤労市民センター

において行なわれました。

議長には、年金者組合市川支部書記長の

阿部武弘さんが選ばれ、はじめに主催者を

代表して、高橋成悟議長が「ここ1～２年
で解決を図る決意で頑張ろう」と訴え、続

いて村山東男事務局次長が闘いの経過報告

をおこないました。

問題提起として「明乳争議勝利にどんな

運動がもとめられるか」と題して、千葉労連議長であり明乳争議の首都圏支援

共闘議長でもある松本 悟さん、また、金井弁護士から「明乳争議、都労委で
の状況と勝利の展望」について講演がありました。

参加者からは「市川事件との違いが良くわかった」「こんどこそ勝てる」「全

国事件は市川事件より争点がとてもはっきりして、差別が一段とひどい」など

の感想が聞かれるなど、とても充実した総会となりました。

総会終了後、会場近くの居酒屋で行なわれた「懇親会」には、弁護士の金井

さん、松本さんをはじめ２０名を越える参加で、全員が発言するなど大いに盛

り上がりました。

都労委

伊藤証人

運動提起する山城事務局長
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